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浄
土
真
宗
本
願
寺
派
に
お
け
る
伝
灯
奉
告
法
要
に
つ
い
て

  

楠

　

正

照

【
要
旨
】

二
〇
一
六
年
一
〇
月
よ
り
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
第
二
十
五
代
専
如
門
主
の
伝
灯
奉
告
法
要
が
勤
修
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま

で
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
形
で
伝
灯
奉
告
法
要
が
勤
修
さ
れ
て
き
た
の
か
を
過
去
の
資
料
を
繙
き
な
が
ら
み
て

い
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
に
お
け
る
伝
灯
奉
告
法
要
は
第
二
十
二
代
鏡
如
宗
主
に
お
い
て
初
め
て
勤
修
さ
れ
、
そ

の
後
、
第
二
十
三
代
勝
如
宗
主
、
第
二
十
四
代
即
如
宗
主
と
勤
修
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
灯
奉
告

法
要
が
勤
修
さ
れ
る
背
景
、
法
要
の
次
第
や
、
併
催
さ
れ
た
行
事
な
ど
を
比
較
し
な
が
ら
、
勤
修
の
意
味
合
い
な
ど
を
考
察
し
た
。

は
じ
め
に

第
一
章	

各
宗
主
の
伝
灯
奉
告
法
要
に
つ
い
て

第
一
節　

鏡
如
宗
主
に
お
け
る
伝
灯
奉
告
法
要

第
二
節　

勝
如
宗
主
に
お
け
る
伝
灯
奉
告
法
要

第
三
節　

即
如
宗
主
に
お
け
る
伝
灯
奉
告
法
要

第
四
節　

鏡
如
宗
主
か
ら
即
如
宗
主
の
背
景
か
ら

第
二
章	

伝
灯
奉
告
法
要
次
第

第
一
節　

各
宗
主
の
本
願
寺
に
お
け
る
伝
灯
奉
告
法
要
次
第
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第
二
節　

各
宗
主
の
大
谷
本
廟
に
お
け
る
伝
灯
奉
告
法
要
次
第

第
三
章　

伝
灯
奉
告
法
要
に
お
け
る
諸
行
事
に
つ
い
て

第
一
節　

各
宗
主
の
伝
灯
奉
告
法
要
に
お
け
る
行
事

第
二
節　

伝
灯
奉
告
法
要
に
お
け
る
参
拝
者
数
に
つ
い
て

お
わ
り
に

は
じ
め
に

二
〇
一
六
年
一
〇
月
よ
り
、浄
土
真
宗
本
願
寺
派
第
二
十
五
代
専
如
門
主
の
伝
灯
奉
告
法
要
が
勤
修
さ
れ
る
。
こ
の
法
要
に
あ
た
り
、

伝
灯
奉
告
法
要
と
は
ど
の
よ
う
な
法
要
で
あ
り
、
ま
た
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
で
は
い
つ
頃
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
法
要
で
あ
る
の
か
を

過
去
の
資
料
か
ら
繙
い
て
い
く
。

ま
ず
、
歴
代
宗
主
の
継
職
に
つ
い
て
は
、
祖
師
を
親
鸞
聖
人
、
二
代
目
を
如
信
宗
主
と
定
め
た
の
は
第
三
代
の
覚
如
宗
主
で
あ
り
、

そ
の
間
は
特
に
定
め
ら
れ
た
形
で
継
承
さ
れ
て
い
た
と
の
記
録
は
な
い
。
覚
如
宗
主
以
降
そ
の
継
承
に
際
し
て
「
譲
状
」
と
い
う
も
の

が
書
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
譲
状
に
よ
っ
て
継
承
が
な
さ
れ
て
き
て
こ
と
が
『
本
願
寺
年
表
』
な
ど
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
か

ら
見
て
と
れ
る
。
そ
の
後
、
第
十
三
代
良
如
宗
主
か
ら
後
に
な
る
と
、
こ
の
譲
状
が
書
か
れ
て
い
た
か
ど
う
か
の
記
録
が
不
明
に
な
っ

て
お
り
、
次
代
を
継
ぐ
者
を
嗣
法
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
嗣
法
と
な
っ
た
者
は
、
先
代
が
亡
く
な
っ
た
後
に
継
承
す
る
と
い
う

形
が
続
い
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
継
承
に
際
し
て
、
広
く
門
末
に
そ
の
継
承
を
知
ら
せ
る
法
要
が
勤
修
さ
れ
た
記
録
は
な
く
、
そ
の
記
録

が
出
て
く
る
の
は
、
第
二
十
二
代
鏡
如
宗
主
の
時
が
初
め
て
と
さ
れ
る
。
鏡
如
宗
主
以
降
は
、
二
十
三
代
勝
如
宗
主
、
二
十
四
代
即
如

宗
主
と
伝
灯
奉
告
法
要
が
勤
修
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
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で
は
、
伝
灯
奉
告
法
要
は
な
ぜ
勤
修
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
勤
修
さ
れ
て
き
た
の
か
を
、
当
時

の
資
料
な
ど
か
ら
見
て
い
く
。

第
一
章　

伝
灯
奉
告
法
要
に
お
け
る
背
景

第
一
節　

鏡
如
宗
主
に
お
け
る
伝
灯
奉
告
法
要

第
二
十
二
代
鏡
如
宗
主
が
継
職
し
た
時
の
状
況
を
見
て
み
る
と
、
ま
ず
第
二
十
一
代
明
如
宗
主
が
明
治
三
十
六
年
一
月
十
八
日
に
遷

化
し
た
時
、
嗣
法
で
あ
っ
た
鏡
如
宗
主
は
ア
ジ
ア
の
仏
跡
調
査
の
た
め
カ
ル
カ
ッ
タ
に
滞
在
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
手
続
き
上
、
法
統

継
承
す
る
と
い
う
形
と
な
っ
た
が
、
明
如
宗
主
の
葬
儀
に
間
に
合
わ
な
い
と
い
う
事
態
に
な
っ
た
。
鏡
如
宗
主
は
一
月
十
九
日
に
カ
ル

カ
ッ
タ
か
ら

大
法
主
猊
下
御
宿
痾
御
再
發
遂
に
御
遷
化
の
趣
急
電
に
接
し
哀
悼
の
至
り
に
堪
へ
ず

予
は
能
ふ
限
り
速
に
歸
朝
す
べ
し

御
葬
儀
の
擧
行
は
淳
淨
院
を
し
て
予
に
代
て
之
を
執
ら
し
む
、

と
電
報
を
送
り
、
続
い
て
二
十
三
日
に
、

葬
儀
は
汝
等
の
可
と
思
量
す
る
所
に
依
て
之
を
行
ふ
べ
し
、
依
て
速
に
時
日
を
定
め
更
に
報
告
せ
よ
躊
躇
す
べ
か
ら
ず
、

「
デ
リ
ー
」
の
戴
冠
式
後
東
洋
船
客
滿
員
の
爲
め
來
る
三
月
上
旬
な
ら
ざ
れ
ば
予
は
歸
朝
し
得
さ
る
べ
し

と
電
報
を
送
り
、
喪
主
に
弟
の
淳
淨
院
（
大
谷
光
明
）
を
指
名
し
、
自
身
の
帰
朝
は
船
の
関
係
上
三
月
上
旬
に
な
る
こ
と
を
伝
え
、
葬

儀
を
早
急
に
行
う
よ
う
指
示
を
し
た
。
鏡
如
宗
主
の
帰
山
は
三
月
十
三
日
と
な
り
、三
月
十
六
日
に
大
谷
本
廟
へ
の
納
骨
を
済
ま
せ
た
。

『
教
海
一
瀾
』（
第
壱
百
六
拾
四
號
）
の
記
事
に
よ
る
と
、
四
月
二
十
六
、二
十
七
日
の
明
如
宗
主
百
ヶ
日
法
要
の
後
に
継
職
の
式
典
を
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行
う
こ
と
に
な
っ
た
と
あ
り
、
そ
の
中
に
、

抑
も
冠
婚
葬
祭
は
人
生
の
大
典
に
し
て
、
就
中
冠
の
一
時
は
彼
の
英
國
皇
帝
戴
冠
式
他
宗
派
管
長
の
普
山
式
な
ど
は
、
且
く
之

を
閣
き
、
近
く
は
末
寺
に
於
て
住
職
披
露
の
如
き
、
其
分
に
應
し
て
盛
に
擧
行
す
る
こ
と
は
、
吾
人
の
度
々
目
撃
す
る
所
な
り
、

…
…
（
後
略
）
…
…

と
書
か
れ
て
お
り
、
こ
の
度
の
式
典
は
住
職
披
露
の
意
味
合
い
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
英
国
皇
帝
戴
冠
式
や
他
宗
派
で
行
わ
れ
て
い
る

普
山
式
な
ど
を
意
識
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

そ
し
て
、
四
月
十
一
日
に
式
典
の
規
程
が
出
さ
れ
、
式
典
を
（
１
）
大
師
眞
影
堂
奉
告
法
要
、（
２
）
大
谷
本
廟
奉
告
法
要
、（
３
）

附
屬
式
典
に
わ
け
、
日
程
を
五
月
一
日
、
二
日
を
傳
燈
奉
告
會
法
要
、
五
月
三
日
〜
五
日
ま
で
を
式
典
と
さ
れ
た
。（『
教
海
一
瀾
』（
第

百
六
拾
五
號
））

ま
た
、
こ
の
伝
灯
奉
告
法
要
に
際
し
て
、
下
り
藤
紋
章
を
依
用
し
た
記
念
五
條
袈
裟
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
五
條

袈
裟
は
参
列
僧
侶
に
着
用
差
許
さ
れ
、
許
状
の
下
附
を
行
っ
て
い
た
が
、
中
に
は
許
状
を
得
ず
に
法
衣
店
で
仕
立
て
る
僧
侶
も
お
り
、

許
可
印
鑑
が
押
さ
れ
て
い
な
い
五
條
は
着
用
を
許
可
し
な
い
旨
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
四
月
十
五
日
に
は
伝
灯
奉
告
法
要
に
つ
い
て
の

心
得
な
ど
も
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
内
容
は
、

一
、
僧
侶
出
勤
ニ
就
テ
ハ
左
ノ
通
リ
心
得
ヘ
シ

（
イ
）各
寺
正
副
住
職
ハ
必
ス
出
勤
ス
ヘ
キ
事

	

但
不
得
已
事
情
ノ
ア
ル
地
方
ニ
限
リ
総
代
ト
シ
テ
正
副
組
長
ヲ
出
勤
セ
シ
ム
ヘ
シ
若
シ
正
副
組
長
差
支
ア
ル
ト
キ
ハ
其

組
内
申
合
ノ
上
総
代
二
名
ヲ
出
ス
ヘ
シ
縦
令
萬
已
ム
ヲ
得
サ
ル
事
故
有
之
候
ト
モ
総
代
一
名
ハ
必
ス
上
京
出
勤
セ
シ
ム

ヘ
シ
機
内
江
州
ハ
必
ス
寺
別
上
京
出
勤
ノ
事

（
ロ
）前
住
職
並
ニ
所
属
寺
堂
班
衣
体
許
可
ノ
衆
徒
ニ
ハ
特
別
ヲ
以
テ
出
勤
差
許
サ
ル
ヽ
ニ
付
精
々
上
京
ス
ヘ
キ
事
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（
ハ
）堂
班
出
勤
ノ
僧
侶
ニ
限
リ
紀
念
ト
シ
テ
下
り
藤
御
紋
章
ノ
特
殊
五
條
袈
裟
着
用
ヲ
許
可
セ
ラ
ル

（
ニ
）堂
班
式
服
携
帯
上
京
致
ス
ヘ
シ

（
ホ
）上
京
ニ
先
チ
出
勤
願
書
ヲ
管
事
経
由
ノ
上
本
山
ヘ
差
出
ス
ヘ
シ

	
但
教
務
所
遠
隔
等
ノ
為
メ
管
事
経
由
致
シ
難
キ
ト
キ
ハ
本
人
衣
体
許
状
ヲ
携
帯
上
京
ス
ヘ
シ

（
へ
）遅
ク
モ
本
月
二
十
八
日
迄
ニ
上
京
シ
𢮦
印
持
参
本
山
ヘ
出
頭
シ
テ
出
勤
ノ
許
可
ヲ
乞
ウ
ヘ
シ

　

二
、
信
徒
参
列
許
可
ニ
就
テ
ハ
左
ノ
通
リ
心
得
ヘ
シ

（
イ
）別
院
勘
定
同
肝
煎
同
世
話
係
同
講
中
同
檀
家
総
代
及
ヒ
慈
善
会
財
団
特
別
会
員
以
上
、
護
持
会
財
団
評
議
員
同
取
締
ハ
参

列
許
可
セ
ラ
ル

	

但
肝
煎
、
世
話
係
、
及
ヒ
講
中
ハ
総
代
ト
シ
テ
五
名
已
下
ニ
限
ル

（
ロ
）各
寺
檀
家
総
代
及
ヒ
同
講
中
総
代
ハ
五
名
已
下
ニ
限
ル

（
ハ
）本
月
二
十
九
日
迄
ニ
本
山
ヘ
出
頭
シ
テ
参
列
券
ヲ
受
取
ル
ヘ
シ

	

但
前
記
ノ
信
徒
中
、
別
院
ニ
関
係
ノ
向
ハ
其
輪
番
ノ
証
明
ヲ
要
シ
慈
善
会
ニ
関
係
ノ
向
ハ
慈
善
会
財
団
ノ
証
明
、
護
持
会

ニ
関
係
ノ
向
ハ
護
持
会
財
団
ノ
証
明
、
又
各
寺
ニ
関
係
ア
ル
向
ハ
其
所
属
寺
住
職
ノ
証
明
ヲ
要
ス
各
証
明
書
ナ
キ
者
ハ
許

可
セ
ス

（
ニ
））服
装
ハ
「
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
」
又
ハ
羽
織
袴
若
ク
ハ
上
下
ニ
限
ル
事

（
ホ
）各
別
院
ノ
勘
定
ハ
御
輿
添
ニ
差
加
ヘ
ラ
ル

	

但
服
装
ハ
中
宗
大
師
御
遠
忌
ノ
例
ニ
依
リ
、
白
無
垢
、
浅
黄
平
絹
指
貫
、
布
衣
（
地
合
ハ
精
好
、
色
ハ
紫
紅
ヲ
除
キ
何
色

ニ
テ
モ
差
支
ナ
シ
）
烏
帽
子
、
淺
沓
、
中
啓
、
携
帯
上
京
ス
ヘ
シ
若
シ
所
持
セ
サ
ル
向
ハ
京
都
市
烏
丸
高
辻
下
ル
飯
田
商

店
又
ハ
其
他
ニ
於
テ
随
意
注
文
調
整
ノ
事
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三
、
御
祝
儀
ハ
一
般
僧
侶
ハ
規
程
ノ
通
リ
又
信
徒
ハ
其
身
應
分
ニ
進
納
セ
シ
ム
ル
様
取
計
フ
ヘ
シ

四
、
輪
番
及
ヒ
管
事
ハ
本
月
二
十
七
日
迄
ニ
上
京
シ
直
ニ
宿
所
ヲ
本
山
庶
務
部
ヘ
届
出
ツ
ヘ
キ
事

　
　
　

但
旅
費
ハ
自
弁
タ
ル
ヘ
シ

五
、
輪
番
管
事
在
京
中
ハ
主
ト
シ
テ
部
内
門
末
ニ
関
ス
ル
事
務
ヲ
懇
切
ニ
取
扱
ヒ
遺
憾
ナ
カ
ラ
シ
ム
ヘ
シ

と
な
っ
て
お
り
、
僧
侶
、
信
徒
そ
れ
ぞ
れ
に
、
参
加
の
許
可
を
取
る
こ
と
、
ま
た
参
加
の
際
の
服
装
を
指
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

出
勤
僧
の
衣
体
、
参
列
者
の
服
装
が
統
一
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
法
要
の
見
栄
え
も
統
一
感
の
あ
る
も
の
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
式
の
準
備
は
着
々
と
整
え
ら
れ
、
鏡
如
宗
主
が
帰
山
し
て
か
ら
一
ヶ
月
半
ほ
ど
の
短
い
準
備
期
間
を
終
え
て
五
月
一
日

に
本
山
、
五
月
二
日
に
大
谷
本
廟
で
伝
灯
奉
告
法
要
が
行
わ
れ
る
事
と
な
っ
た
。
そ
の
後
七
日
ま
で
引
き
続
き
附
属
式
典
が
催
さ
れ
る

事
と
な
る
。
な
お
、
こ
の
両
日
の
伝
灯
奉
告
法
要
に
出
勤
し
た
法
中
は
長
髪
を
許
さ
れ
ず
、
い
ず
れ
も
除
髪
の
上
参
勤
す
る
よ
う
指
令

が
だ
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
五
月
六
日
に
西
山
別
院
で
伝
灯
奉
告
法
要
が
行
わ
れ
、
順
次
、
全
国
の
別
院
で
伝
灯
奉
告
法
要
が
催
さ
れ
る
こ
と
な
る
。

本
願
寺
で
の
伝
灯
奉
告
法
要
が
終
わ
っ
た
後
、
明
治
三
十
六
年
八
月
五
日
付
け
で
『
本
山
典
礼
』
が
発
布
さ
れ
、
そ
の
中
に
本
願
寺

で
行
う
式
典
と
し
て
法
統
継
承
式
が
記
載
さ
れ
、
そ
の
詳
細
が
規
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
を
書
き
出
す
と
、

第
四
章　

法
統
繼
承
式

第
三
節　
　
　

法
主
法
統
繼
承
式

第
二
十
九
條　

法
統
継
承
式
ハ
法
主
法
統
継
承
ア
リ
タ
ル
後
チ
特
ニ
時
日
ヲ
定
メ
テ
之
ヲ
行
フ

第
三
十
條　

法
統
繼
承
式
ヲ
分
テ
右
ノ
二
ト
ス

　
　
　
　
　

一　

傳
燈
奉
告
會

　
　
　
　
　

二　

慶
賀
式
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第
三
十
一
條　

傳
燈
奉
告
會
ハ
親
修
ト
ス

第
三
十
二
條　

傳
燈
奉
告
會
ヲ
分
テ
四
ト
ス

　
　
　
　
　
　

一　

眞
影
堂
奉
告
法
要

　
　
　
　
　
　

二　

大
谷
本
廟
奉
告
法
要

　
　
　
　
　
　

三　

西
山
久
遠
寺
奉
告
法
要

　
　
　
　
　
　

四　

諸
別
院
奉
告
法
要

第
三
十
三
條　

奉
告
法
要
ノ
日
数
ハ
左
ノ
如
シ

　
　
　
　
　
　

一　

眞
影
堂
奉
告
法
要　
　
　

一
日

　
　
　
　
　
　

二　

大
谷
本
廟
奉
告
法
要　
　

一
日

　
　
　
　
　
　

三　

西
山
久
遠
寺
奉
告
法
要　

一
日

　
　
　
　
　
　

四　

諸
別
院
奉
告
法
要　
　

各
一
日

第
三
十
四
條　

大
谷
本
廟
奉
告
法
要
ハ
眞
影
堂
奉
告
法
要
ノ
翌
日
ト
シ
西
山
久
遠
寺
奉
告
法
要
ハ
大
谷
本
廟
奉
告
法
要
ノ

翌
日
以
後
ト
ス
但
シ
不
得
已
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ
更
ニ
延
期
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

第
三
十
五
條　

諸
別
院
奉
告
法
要
ハ
西
山
久
遠
寺
奉
告
法
要
ノ
後
チ
其
日
程
ヲ
定
ム

第
三
十
六
條　

慶
賀
式
ハ
大
谷
本
廟
奉
告
法
要
ノ
翌
日
以
後
ニ
於
テ
之
ヲ
行
フ

第
三
十
七
條　

門
末
ハ
總
テ
慶
賀
ノ
誠
ヲ
表
シ
出
勤
参
列
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス

	
  （『

本
山
録
事
』
明
治
三
十
六
年
八
月
五
日
発
行
よ
り
）

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
内
容
か
ら
は
、
法
統
継
承
式
に
は
二
つ
の
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
、
そ
れ
伝
灯
奉
告
法
要
と
慶
賀
式
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
伝
灯
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奉
告
法
要
に
つ
い
て
は
行
う
場
所
と
順
番
、
日
数
が
定
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
、
本
願
寺
に
お

け
る
伝
灯
奉
告
法
要
が
初
め
て
定
め
ら
れ
た
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
以
降
の
伝
灯
奉
告
法
要
は
こ
の
『
本
山
典
礼
』
の
記
載
事
項
に
従
っ

て
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

で
は
、
次
に
第
二
十
三
代
勝
如
宗
主
に
お
け
る
伝
灯
奉
告
法
要
の
背
景
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

第
二
節　

勝
如
宗
主
に
お
け
る
背
景

鏡
如
宗
主
は
大
正
三
年
五
月
十
四
日
に
引
退
す
る
こ
と
と
な
り
、
嗣
法
は
当
時
三
歳
で
あ
っ
た
照
（
後
の
大
谷
光
照
、
勝
如
宗
主
）

と
さ
れ
た
が
、
ま
だ
幼
い
こ
と
も
あ
り
連
枝
に
よ
る
管
長
代
理
と
い
う
形
が
と
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
二
年
一
〇
月

二
十
一
日
、
十
六
歳
で
法
統
継
承
と
得
度
式
を
同
時
に
行
い
本
願
寺
第
二
十
三
代
宗
主
と
な
っ
た
勝
如
宗
主
は
、
昭
和
五
年
十
一
月
一

日
に
、去

ヌ
ル
昭
和
二
年
ノ
秋
予
弱
齢
ノ
身
ヲ
以
テ
龍
谷
ノ
法
統
ヲ
繼
キ
教
導
ノ
重
圧
ヲ
承
ク
ル
ニ
至
リ
シ
モ
聊
カ
顧
ル
所
ア
リ
テ
繼

職
ノ
式
事
ヲ
完
ク
セ
サ
リ
シ
カ
予
モ
明
年
ヲ
以
テ
成
年
ニ
達
ス
レ
バ
徒
ニ
荘
苒
日
ヲ
曠
ク
ス
ヘ
キ
ニ
非
ス
此
ニ
昭
和
七
年
四
月

一
日
ヲ
期
シ
列
祖
ノ
遺
典
ニ
準
守
シ
傳
燈
奉
告
ノ
法
要
ヲ
修
行
セ
ハ
ヤ
ト
思
フ
所
ナ
リ
…
…
（
以
下
略
）
…
…

	

（『
勝
如
上
人
傳
燈
奉
告
法
要
記
念
寫
真
帖
』
よ
り
）

と
、
伝
灯
奉
告
法
要
を
昭
和
七
年
四
月
一
日
に
行
う
と
の
直
諭
を
発
し
た
。
こ
の
中
で
は
伝
灯
奉
告
法
要
を
行
う
理
由
を
成
年
に
達
す

る
年
齢
に
な
っ
た
か
ら
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
昭
和
七
年
三
月
一
日
に
御
親
示
と
し
て
、

今
次
法
統
繼
承
式
挙
擧
行
ニ
ツ
キ
門
末
一
同
漏
レ
ナ
ク
懇
念
ヲ
運
ヒ
準
備
ノ
進
捗
二
滞
無
キ
コ
ト
予
カ
深
ク
喜
フ
所
ナ
リ
然
ル

ニ
支
那
事
變
ノ
終
局
尚
ホ
未
タ
測
ル
ヘ
カ
ラ
ス
擧
国
一
致　

皇
事
ニ
殉
ス
ヘ
キ
ノ
際
法
要
ノ
修
行
ハ
一
般
ノ
参
集
モ
意
ニ
任
セ

サ
ル
ヘ
ク
万
一
ニ
モ
門
末
奉
公
ノ
一
途
ニ
遺
憾
ア
ラ
シ
メ
ハ
宗
門
傳
統
ノ
精
神
ニ
副
フ
所
以
ニ
非
サ
ル
ノ
ム
ナ
ラ
ス
予
カ
身
ニ
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取
リ
テ
モ
慶
賀
ヲ
受
ク
ル
ノ
安
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
仍
テ
相
當
ノ
時
期
ニ
之
ヲ
延
修
ス
ル
ヲ
得
ハ
予
カ
本
懐
ト
ス
ル
所
ナ
リ

	

（『
教
海
一
瀾
』
第
七
百
八
十
三
號
よ
り
）

と
国
の
時
勢
を
考
慮
し
て
延
期
す
る
旨
を
伝
え
、
そ
の
後
、
昭
和
七
年
十
一
月
一
日
に
延
期
と
し
た
が
、
昭
和
七
年
八
月
一
日
に
達
示

を
だ
し
、

大
法
主
猊
下
法
統
御
継
承
式
は
曩
に
今
春
三
月
御
親
示
の
思
召
を
體
し
本
年
秋
季
迄
御
延
修
の
事
に
御
治
定
を
仰
き
た
る
も
門

末
多
数
の
希
望
を
容
れ
農
繁
の
季
節
を
避
け
別
記
之
通
更
に
御
延
修
の
事
に
御
治
定
を
仰
き
候
條
此
段
特
に
相
達
す

	

（『
教
海
一
瀾
』
第
七
百
八
十
八
號
よ
り
）

と
、門
信
徒
か
ら
要
望
を
受
入
れ
、農
繁
期
を
さ
け
、昭
和
八
年
四
月
十
一
日
に
再
延
期
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
二
度
の
延
期
が
あ
っ

た
が
、
法
要
は
昭
和
八
年
四
月
十
一
日
〜
十
五
日
の
期
間
で
修
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
法
要
に
合
わ
せ
て
、
昭
和
二
年
の
法
統

継
承
か
ら
法
式
調
査
が
行
わ
れ
、
声
明
が
改
正
さ
れ
る
事
と
な
る
（『
本
願
寺
派
勤
式
の
源
流
』
二
一
〇
頁
よ
り
）。
こ
の
改
正
さ
れ
た

声
明
に
よ
っ
て
伝
灯
奉
告
法
要
は
勤
修
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
昭
和
七
年
二
月
一
〇
日
に
は
鏡
如
宗
主
の
時
と
同
じ
よ
う
に
、

伝
灯
奉
告
法
要
記
念
五
條
袈
裟
が
制
定
さ
れ
出
勤
僧
侶
に
対
し
て
着
用
許
可
が
だ
さ
れ
た
。

な
お
、
勝
如
宗
主
の
伝
灯
奉
告
法
要
は
五
日
間
に
渡
っ
て
行
わ
れ
た
。
そ
の
日
程
は
、

　

第
一
日

　
　

晨
朝　

午
前
七
時

　
　

御
逢　

同
八
時

　
　

帰
敬
式　

同
十
時

　
　

奉
告
法
要　

午
後
一
時

　
　

御
逢　

同
三
時
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縁
儀
舞
楽
御
依
用

　

第
二
日

　
　

晨
朝　

午
前
七
時

　
　

御
逢　

同
八
時

　
　

帰
敬
式　

同
十
時

　
　

奉
告
法
要　

午
後
一
時
（
大
谷
本
廟
に
て
）

　
　

庭
儀
御
依
用

　

第
三
・
四
・
五
日

　
　

晨
朝　

午
前
七
時

　
　

御
逢　

同
八
時

　
　

帰
敬
式　

同
十
時

　
　

慶
讃
法
要　

午
後
一
時

　
　

御
逢　

同
三
時

　
　

縁
儀
舞
楽
御
依
用

	

（『
教
海
一
欄
』
第
七
百
九
十
五
號
よ
り
）

と
な
っ
て
お
り
、
先
に
定
め
ら
れ
た
『
本
山
典
礼
』
に
則
っ
て
本
山
、
大
谷
本
廟
で
各
一
日
ず
つ
、
そ
し
て
後
を
慶
讃
法
要
と
し
て
勤

め
て
い
る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。
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第
三
節　

即
如
宗
主
の
背
景

第
二
十
四
代
即
如
宗
主
は
、
昭
和
五
十
一
年
一
月
十
六
日
に
勝
如
宗
主
が
門
主
引
退
を
表
明
し
た
こ
と
に
よ
り
、
昭
和
五
十
二
年
四

月
一
日
に
継
職
と
な
る
。
四
月
一
日
の
早
朝
に
「
ご
譲
渡
式
」
が
行
わ
れ
昼
か
ら
法
統
継
承
式
の
法
要
を
行
い
、
二
日
に
は
即
如
宗

主
、
勝
如
宗
主
が
大
谷
本
廟
に
奉
告
参
拝
を
し
、
本
山
で
は
一
日
〜
三
日
ま
で
法
統
継
承
を
記
念
す
る
法
要
、
儀
式
行
事
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
そ
の
後
、
伝
灯
奉
告
法
要
の
準
備
が
行
わ
れ
、
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
前
期
法
要
（
四
期
）、
後
期
法
要
（
二
期
）
に

わ
け
一
〇
月
六
日
ま
で
の
六
十
二
日
（
内
一
日
大
谷
本
廟
）
に
わ
た
る
法
要
を
行
う
事
と
な
っ
た
。
こ
の
法
要
日
程
を
見
て
み
る
と

鏡
如
宗
主
、
勝
如
宗
主
の
そ
れ
と
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
ず
、
先
例
は
『
本
山
典
礼
』
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
法

統
継
承
式
の
中
に
伝
灯
奉
告
法
要
が
含
ま
れ
て
い
た
が
、
今
回
は
法
統
継
承
式
の
法
要
と
伝
灯
奉
告
法
要
に
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

そ
し
て
伝
灯
奉
告
法
要
が
本
山
一
日
、
大
谷
本
廟
一
日
、
西
山
別
院
一
日
、
各
別
院
各
一
日
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
本
山
で
六
十
一
日
、

大
谷
本
廟
で
一
日
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
変
化
し
た
経
緯
を
見
て
み
る
と
、『
第
二
十
四
代
即
如
門
主
伝
灯
奉
告

法
要
法
縁
録
』（
一
四
頁
）
に
「「
法
統
継
承
式
」
と
「
伝
統
奉
告
法
要
」
に
つ
い
て
」
と
い
う
項
目
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
、

（
一
）
法
規

『
法
要
儀
式
規
程
』
の
第
二
章
第
五
条
に
「
本
宗
門
は
左
の
儀
式
を
行
う
」
と
規
定
し
た
中
に
「
法
統
継
承
式
」
と
あ
る
。

同
じ
く『
法
要
儀
式
規
程
』の
第
一
章
第
二
条
に「
本
宗
門
は
左
の
法
要
を
行
う
」と
規
定
し
た
中
に「
伝
灯
奉
告
法
要
」と
あ
る
。

　

右
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
前
者
は
儀
式
で
あ
り
、
後
者
は
法
要
で
あ
る
と
い
う
ち
が
い
は
わ
か
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
意
義
な
り
趣

旨
な
り
の
同
異
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。

（
二
）
意
義

　

今
は
そ
れ
ぞ
れ
の
意
義
を
次
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
る
。「
法
灯
継
承
式
」
は
、
宗
門
の
法
義
の
伝

統
を
継
承
し
て
門
主
と
な
ら
れ
た
こ
と
を
表
わ
す
儀
式
で
あ
る
。
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「
伝
灯
奉
告
法
要
」
は
、
法
灯
が
伝
え
ら
れ
た
旨
を
仏
祖
の
お
ん
前
に
告
げ
奉
る
法
要
で
あ
る
。

…
…
（
中
略
）
…
…

　

す
な
わ
ち
、
前
者
も
法
要
を
伴
わ
な
い
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
法
統
を
継
承
し
た
と
い
う
儀
式
が
主
で
あ
る
の
に
対
し
、

後
者
は
、
そ
の
旨
を
仏
祖
の
お
ん
前
に
告
げ
た
て
ま
つ
る
法
要
で
あ
る
。

（
三
）
趣
旨

　

先
例
な
ど
を
勘
案
し
て
、
両
者
の
趣
旨
の
ち
が
い
を
示
す
と
、
お
お
む
ね
左
表
の
通
り
で
あ
る
。

　　

　
　

　　
と
書
か
れ
て
お
り
、法
統
継
承
式
と
伝
灯
奉
告
法
要
の
違
い
に
つ
い
て
は
「
意
義
な
り
趣
旨
な
り
の
同
異
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
」

と
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
け
ば
よ
い
か
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
原
因
は
「（
一
）
法
規
」
に
出
て
く
る
『
法
要

儀
式
規
定
』
の
内
容
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

法　

統　

継　

承　

式

ご
門
主
の
世
代
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
表
わ
す
儀
式

前
門
主
ご
退
任
の
直
後
に
行
う

一
部
の
限
ら
れ
た
範
囲
の
人
た
ち
だ
け
が
参
列
で
き
る

厳
粛
・
簡
素
に
行
う

伝　

灯　

奉　

告　

法　

要

世
代
の
変
わ
っ
た
こ
と
を
仏
祖
の
前
に
奉
告
す
る
法
要

法
統
継
承
の
後
、
適
当
な
時
期
を
選
ん
で
修
す
る

ひ
ろ
く
宗
門
内
外
に
よ
び
か
け
て
大
勢
の
人
た
ち
に
参
拝
し

て
い
た
だ
く

賑
々
し
く
、
慶
讃
の
意
を
こ
め
て
修
す
る
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そ
も
そ
も
、
鏡
如
宗
主
の
時
に
制
定
さ
れ
て
い
た
『
本
山
典
礼
』
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
と
調
べ
て
見
る
と
、
ど
う
や
ら
昭

和
二
〇
年
の
終
戦
を
機
に
本
願
寺
の
宗
制
、
宗
法
が
改
正
さ
れ
、
そ
の
中
で
『
本
山
典
礼
』
は
見
直
す
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
中

で
昭
和
二
十
三
年
三
月
一
〇
日
に
制
定
さ
れ
た
の
が
『
法
要
儀
式
規
定
』
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
『
本
山
典
礼
』
に
あ
っ
た
法
統
継
承

式
に
伝
灯
奉
告
会
と
慶
賀
式
の
二
つ
が
あ
る
と
い
う
内
容
は
引
き
継
が
れ
ず
、
本
山
に
お
け
る
儀
式
と
し
て
法
統
継
承
式
、
法
要
と
し

て
伝
灯
奉
告
法
要
と
分
け
ら
れ
て
規
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
統
継
承
式
と
伝
灯
奉
告
法
要
を
分
け
て
勤
め
る
と
い
う
こ
と
が
起

こ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
四
節　

鏡
如
宗
主
か
ら
即
如
宗
主
の
伝
灯
奉
告
法
要
の
背
景
か
ら

こ
こ
ま
で
、鏡
如
宗
主
か
ら
即
如
宗
主
ま
で
の
伝
灯
奉
告
法
要
に
至
る
背
景
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
こ
こ
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

鏡
如
宗
主
の
伝
灯
奉
告
法
要
は
先
代
の
明
如
宗
主
の
葬
儀
に
鏡
如
宗
主
が
出
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
住
職
披
露
の
意
味
を
込
め

て
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、『
本
山
典
礼
』
と
い
う
制
度
の
中
に
伝
灯
奉
告
法
要
を
行
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

以
後
、
本
願
寺
で
継
承
に
際
し
て
伝
灯
奉
告
法
要
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
が
、
次
の
勝
如
宗
主
の
継
承
に
際
し
て
伝
灯
奉
告

法
要
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
繋
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
勝
如
宗
主
の
場
合
は
、
三
歳
の
時
に
先
代
の
鏡
如
宗
主
が
引
退
す
る
こ

と
と
な
り
、
十
六
歳
（
一
〇
月
二
〇
、二
十
一
日
継
承
）（『
勝
如
上
人
年
譜
』
よ
り
）
で
継
承
す
る
ま
で
の
間
、
門
主
が
不
在
と
な
り
、

連
枝
に
よ
る
代
理
と
い
う
形
が
続
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、
住
職
披
露
の
意
味
が
特
に
強
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
即
如
宗
主
の
伝
灯
奉
告
法
要
の
背
景
を
見
て
み
る
と
、
勝
如
宗
主
と
同
じ
よ
う
に
先
代
の
引
退
か
ら
継
承
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、

そ
れ
以
外
の
状
況
は
ず
い
ぶ
ん
異
な
る
。
ま
た
、終
戦
を
機
に
『
本
山
典
礼
』
が
廃
止
さ
れ
、新
た
な
宗
制
、宗
法
が
制
定
さ
れ
る
中
で
、

法
統
継
承
式
と
伝
灯
奉
告
法
要
が
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
合
い
が
曖
昧
と
な
っ
た
た
め
、
そ
の
意
味
づ
け
に
悩
む
こ
と
に
な
る

な
ど
、
鏡
如
宗
主
、
勝
如
宗
主
の
伝
灯
奉
告
法
要
と
比
較
す
る
と
、
即
如
宗
主
の
伝
灯
奉
告
法
要
は
住
職
披
露
と
い
う
意
味
合
い
は
同
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じ
で
あ
る
も
の
の
、
規
定
に
基
づ
き
修
行
さ
れ
た
と
い
う
意
味
合
い
が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
灯
奉
告
法
要
が
ど
の
よ
う
な
内
容
で
行
わ
れ
て
い
た
の
か
を
法
要
次
第
か
ら
み
て
い
く
。

第
二
章　

伝
灯
奉
告
法
要
次
第

第
一
節　

各
宗
主
の
伝
灯
奉
告
法
第

こ
こ
か
ら
は
、
各
宗
主
が
行
っ
た
伝
灯
奉
告
法
要
の
次
第
を
比
較
し
て
い
く
。
鏡
如
宗
主
と
勝
如
宗
主
は
、
本
山
で
一
日
、
本
廟
で

一
日
と
い
う
形
で
行
っ
て
お
り
、
即
如
宗
主
は
前
期
後
期
合
計
六
十
二
日
間
（
内
、
本
廟
が
一
日
）
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鏡
如
宗

主
と
勝
如
宗
主
を
中
心
に
比
較
し
、
そ
れ
か
ら
即
如
宗
主
の
次
第
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
各
宗
主
が
本
山
で
行
っ
た
法
要
の
次
第
一
覧
に
し
て
み
て
み
る
と
、

一
、
本
堂

先
、
行
事
鐘

次
、
分
華
衆
着
座
（
外
陣
正

面
）　

次
、
納
衆
入
堂
場
上
臈
爲
先

鏡
如
宗
主

四
月
一
日

（
本
堂
）

一
、
行
事
鐘

二
、
諸
僧
入
堂

三
、
調
子

即
如
宗
主

本
堂

一
、
堂
内
召
計

二
、
行
事
鐘

三
、
諸
僧
入
堂

四
、
結
衆
入
堂

勝
如
宗
主

四
月
三
日
以
降

一
、
結
衆
並
び
に
諸
役
集
会
所
に
参
集

二
、
行
事
鐘

三
、
諸
僧
参
進
入
堂
（
両
堂
）

四
、
会
行
事
御
導
師
へ
御
案
内
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次
、
調
子

次
、
御
導
師
入
道
場

次
、
楽

次
、
御
導
師
登
禮
盤

次
、
嘆
佛
文

次
、
楽

次
、
御
導
師
降
禮
盤
直
二
御

退
出

次
、
納
衆
退
出

次
、
分
華
衆
退
出

そ
の
後
、
縁
儀
に
よ
り
本
堂

か
ら
真
影
堂
へ
移
動

一
、
眞
影
堂

先
、
諸
僧
入
道
場

（
本
堂
脇
の
間
ヨ
リ
南
椽
ヲ

經
テ
廊
下
二
渡
リ
御
影
堂
正

面
ニ
入
ル
外
陣
無
目
敷
外
左

四
、
前
門
様
御
焼
香
御
着
座

五
、
止
楽

六
、
楽

七
、
御
登
礼
盤　

同
時
総
礼

八
、
止
楽

九
、
打
磬
二
音

一
〇
、
至
心
礼　

起
居
礼

一
一
、
打
磬　

一
音

一
二
、十
二
光
讃

一
三
、
打
磬　

一
音

一
四
、
結
讃

一
五
、
打
磬　

二
音

一
六
、
楽

一
七
、
御
降
礼
盤　

持
念

一
八
、
両
門
様
御
退
出

一
九
、
止
楽

二
〇
、
結
衆
並
諸
役
縁
儀
位
置
に
つ
く

二
一
、
有
職
物
具
を
徹
し
縁
儀
列
に
立

列

五
、
調
子

六
、
御
導
師
入
堂
着
座

七
、
總
禮
頌

八
、
樂

九
、
御
導
師
登
禮
盤

一
〇
、
打
磬　

二
音

一
一
、
禮
文

一
二
、
打
磬　

一
音

一
三
、十
二
光
讃

十
四
、
打
磬　

一
音

十
五
、
回
向
句

十
六
、
打
磬　

二
音

十
七
、
樂

十
八
、
御
導
師
降
禮
盤

十
九
、
御
退
出

二
〇
、
諸
僧
退
出

自
本
堂　
　

縁
儀　

至
御
影
堂

五
、
御
導
師
集
会
所
に
入
ら
る
る

六
、
音
取

七
、
引
頭
立
列

八
、
結
衆
立
列

九
、
楽

一
〇
、
御
参
道

一
一
、
結
衆
入
堂
着
座

一
二
、
御
導
師
入
堂
御
着
座

一
三
、
有
職
物
具
を
賦
す

一
四
、
止
楽

一
五
、
楽
員
楽
所
に
着
く

一
六
、
会
行
事
引
頭
並
び
に
讃
嘆
衆
着
座

一
七
、
総
礼
頌

一
八
、
持
念

一
九
、
御
登
礼
盤　

賦
御
華
籠

二
〇
、
止
楽

二
一
、
打
磬　

二
音

二
二
、
至
心
礼　

起
居
礼

二
三
、
打
磬　

一
音
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右
ニ
着
ス
）

次
、
音
取

（
本
堂
南
椽
ニ
於
テ
立
列
発

音
）

次
、
楽

（
自
合
奏
進
道
、
巡
路
同
前

分
華
衆
従
之
）

次
、
導
師
入
道
場

次
、
伶
人
着
楽
所

次
、
承
仕
賦
磬

次
、
講
読
師
就
礼
盤
三
礼

（
同
時
威
儀
師
従
之
）

次
、
購
読
師
登
高
座

次
、
威
儀
師
打
磬

次
、
唄　

発
音

（
此
間
賦
華
籠
堂
童
子
賦
之
）

次
、
散
華
師
左
右
進
高
座
下

侍
立

次
、
諸
僧
立
列

二
二
、
楽

二
三
、
会
行
事
両
門
様
御
案
内

二
四
、
御
参
進

（
ご
影
堂
）

一
、
結
衆
御
影
堂
へ
入
堂
着
座

二
、
両
門
様
御
影
堂
御
入
堂
御
着
座

三
、
有
職
物
具
を
賦
す

四
、
止
楽

五
、
会
行
事
諸
役
着
座

六
、
調
子

七
、
前
門
様
御
焼
香
御
着
座

八
、
止
楽

九
、
楽

一
〇
、
御
登
礼
盤　

同
時
総
礼　

賦
御

華
籠

一
一
、
止
楽

一
二
、
打
磬　

二
音

一
三
、
結
衆
座
前
立
列

一
、
諸
僧
参
進

自
本
堂
上
縁
経
渡
廊
下
及
御
影

堂
上
縁
入
下
陣
南
入
口

二
、
音
取

三
、
樂

　

自
合
奏
前
進　

進
路
同
前

四
、
御
導
師
入
堂
着
座

五
、
樂
行
事
印
樂
員
入
樂
所

六
、
有
職
賦
物
具
樹
玉
幡
着
座

七
、
會
行
事
引
頭
威
從
儀
師
等
着
座

八
、
上
童
大
童
子
持
幡
童
便
宜
退

九
、
樂

一
〇
、
御
導
師
登
禮
盤

一
一
、
散
華
頭
参
進　

衆
座
前
住
立

一
二
、
打
磬　

二
音

一
三
、三
奉
請

一
四
、
楽

一
五
、
散
華
頭
復
座　

衆
復
座

二
四
、
表
白

二
五
、
打
磬　

一
音

二
六
、
正
信
偈　

依
経
段

二
七
、
打
磬　

一
音

二
八
、
御
降
礼
盤

二
九
、
念
仏　

第
三
句
以
下
「
南
」
字
散

華
三
〇
、
和
讃

三
一
、
御
登
礼
盤　

和
讃
同
音
よ
り

三
二
、
打
磬　

一
音

三
三
、
楽　

結
衆
復
座　

撤
御
華
籠

三
四
、
御
降
礼
盤　

御
着
座

三
五
、
持
念

三
六
、
止
楽

（
ご
影
堂
へ
御
転
座
）

三
七
、
諸
役
立
列

三
八
、
有
職
物
具
を
徹
し
立
列

三
九
、
会
行
事
御
導
師
へ
ご
案
内

四
〇
、
御
参
進
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（
分
華
衆
若
干
名
正
面
一
行

立
列
）

次
、
散
華　

発
音

次
、
對
揚
句

次
、
楽

（
此
間
諸
僧
着
座
、
威
儀
師

御
誦
経
賦
講
師　

上
巻
）

次
、
威
儀
師
打
磬

次
、
講
師
表
白

次
、
勸
請　

取
香
爐

次
、
讀
師
揚
経
題

（
諸
僧
読
経
）

次
、
佛
名　

取
如
意

次
、
教
化　

取
如
意

次
、
讀
師
揚
経
題

次
、
經
釋　

取
如
意

（
此
時
問
者
高
座
下
）

次
、
論
義
（
業
義　

出
世
本

懐　

副
義　

聞
名
信
喜
）

一
四
、
散
華
頭
参
進

一
五
、三
奉
請

一
六
、
散
華
頭
復
席

一
七
、
結
衆
復
座

一
八
、
打
磬　

一
音

一
九
、
表
白

二
〇
、
打
磬　

一
音

二
一
、
頌
讃　
（
大
衆
同
心
）

二
二
、
打
磬　

一
音

二
三
、
正
信
偈

二
四
、
打
磬　

一
音

二
五
、
御
降
礼
盤　

結
衆
座
前
立
列

二
六
、
念
佛　

第
三
句
以
下
「
阿
」
字

散
華

二
七
、
回
向

二
八
、
御
登
礼
盤

二
九
、
打
磬　

二
音

三
〇
、
楽　

結
衆
復
座　

撤
御
華
籠

三
一
、
御
降
礼
盤

一
六
、
打
磬　

一
音

一
七
、
表
白

一
八
、
畫
讃

一
九
、
揚
經
題

二
〇
、
経
釋

　

此
問
承
仕
賦
圓
座

　

問
者
着
圓
座

二
一
、
論
議

　

業
義　

出
世
本
懐

　

副
義　

特
留
此
経

二
二
、
打
磬　

二
音

二
三
、
回
向
句

二
四
、
打
磬　

二
音

二
五
、
樂

二
六
、
舞
樂

二
八
、
長
慶
子

二
九
、
御
退
出

三
〇
、
退
出

四
一
、
御
入
堂
御
着
座

四
二
、
有
職
物
具
を
賦
す

四
三
、
諸
役
着
座

四
四
、
総
礼
頌

四
五
、
持
念

四
六
、
御
登
礼
盤　

賦
御
華
籠

四
七
、
止
楽

四
八
、
打
磬　

二
音

四
九
、
頌
讃

五
〇
、
打
磬　

一
音

五
一
、
正
信
偈　

依
釈
段

五
二
、
打
磬　

一
音

五
三
、
御
降
礼
盤　

結
衆
座
前
立
列

五
四
、
念
仏　

第
三
句
以
下
「
阿
」
字
散

華
五
五
、
結
讃　

頭
発
音

五
六
、
御
登
礼
盤　

結
讃
同
音
よ
り

五
七
、
打
磬　

二
音

五
八
、
楽　

結
衆
復
座
撤
御
華
籠



浄土真宗本願寺派における伝灯奉告法要について

112

	

（『
教
海
一
欄
』（
壱
百
六
拾
七
號
、
七
百
九
拾
六
號
）、『
伝
灯
奉
告
法
要
法
縁
録
』
参
照
）

と
な
る
。
鏡
如
宗
主
は
本
堂
に
て
嘆
佛
文
を
読
み
、御
影
堂
は
無
量
寿
会
作
法
と
な
っ
て
い
る
。
勝
如
宗
主
は
本
堂
で
讃
弥
陀
偈
作
法
、

御
影
堂
で
は
無
量
寿
会
作
法
を
行
っ
て
い
る
。
鏡
如
宗
主
、
勝
如
宗
主
と
も
に
、
御
影
堂
で
は
無
量
寿
会
作
法
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
内
容
を
比
べ
て
る
と
、
異
な
る
部
分
が
多
く
あ
る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。
こ
れ
は
勝
如
宗
主
が
行
っ
た
声
明
改
正
の
結
果
で

次
、
威
儀
師
打
磬

次
、
後
唄
同
曲　

甲
衆
同
音

　
（
此
時
問
者
還
着
本
座
）

　
（
此
間
威
儀
師
撤
華
籠
）

次
、
威
儀
師
打
磬

次
、
楽

次
、
講
讀
師
降
高
座
就
禮
盤

三
禮

次
、
承
仕
撤
磬

次
、
舞
樂

次
、
長
慶
子

次
、
講
師
御
退
出

次
、
諸
僧
退
出
上　

爲
先

次
、
諸
僧
退
出

三
二
、
両
門
様
御
退
出

三
三
、
止
楽

三
四
、
諸
僧
余
間
に
控
え
る　

五
九
、
御
降
礼
盤

六
〇
、
有
職
物
具
を
徹
す

六
一
、
持
念

六
二
、
御
退
出

六
三
、
結
衆
退
出

六
四
、
止
楽

六
五
、
諸
僧
退
出
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あ
り
、
鏡
如
宗
主
時
代
の
次
第
か
ら
は
「
唄
」「
對
揚
句
」「
仏
名
」「
教
化
」
な
ど
の
品
目
が
廃
止
さ
れ
、「
散
華
」「
勧
請
」「
後
唄
」

な
ど
は
、「
三
奉
請
」「
画
讃
」「
回
向
句
」
な
ど
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
で
勝
如
宗
主
の
時
は
、
鏡
如
宗
主
の
時
よ
り
も
時

間
が
短
縮
さ
れ
て
勤
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
か
わ
っ
て
、
即
如
宗
主
の
時
は
、
四
月
一
日
と
四
月
三
日
以
降
の
法
要
で
次
第

が
異
な
り
、
鏡
如
宗
主
、
勝
如
宗
主
の
時
に
行
っ
て
い
た
「
無
量
寿
会
作
法
」
な
ど
の
次
第
は
踏
襲
さ
れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
、
新
制
定
の

次
第
が
依
用
さ
れ
た
。
特
に
四
月
三
日
以
降
の
次
第
は
「
奉
讃
伝
灯
作
法
」
と
名
付
け
ら
れ
、
制
定
に
つ
い
て
は
、

両
堂
の
併
用
と
大
衆
唱
和
を
考
慮
し
て
、『
正
信
偈
』
を
依
経
段
と
依
釈
段
に
分
け
、
ご
門
主
が
ご
転
座
さ
れ
て
両
堂
で
御
導
師

を
さ
れ
る
と
い
う
、
時
処
即
応
の
作
法
で
、
頌
讃
も
法
要
に
ふ
さ
わ
し
い
御
文
を
、
御
聖
教
よ
り
選
出
し
て
章
譜
を
附
し
た
も
の

で
あ
る
。	

  （『
伝
灯
奉
告
法
要
法
縁
録
』
九
九
頁
）

と
あ
り
、
伝
灯
奉
告
法
要
に
際
し
て
作
ら
れ
た
新
た
な
次
第
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
作
法
は
阿
弥
陀
堂
御
影
堂
の
両
堂
で
勤
ま

り
、
正
信
偈
の
依
経
段
と
会
釈
段
で
分
か
れ
、
各
堂
の
導
師
が
転
座
す
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
内
容
で
あ
っ
た
。
転
座
に
お
け

る
縁
儀
列
は
、

本
堂
よ
り
御
影
堂
へ
ご
転
座
縁
儀
列
順

　

列
係
×
２　

会
行
事　

引
頭
×
２　

眤
近
×
２　

御
導
師　

眤
近
×
２　

僧
綱　

弟
子
×
２　

讃
嘆
衆
×
２　

列
係
×
２

前
門
さ
ま
御
影
堂
よ
り
本
堂
へ
ご
転
座
随
従
者
─
後
堂
─

　

副
会
行
事　

前
門
様　

僧
綱　

弟
子

と
な
っ
て
お
り
、
門
主
で
あ
る
即
如
宗
主
は
阿
弥
陀
堂
か
ら
御
影
堂
へ
縁
儀
で
転
座
し
、
前
門
主
で
あ
る
勝
如
宗
主
は
御
影
堂
か
ら
本

堂
ま
で
後
堂
を
通
っ
て
転
座
し
て
い
る
。
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第
二
節　

各
宗
主
の
大
谷
本
廟
に
お
け
る
伝
灯
奉
告
法
要
次
第

次
に
、
大
谷
本
廟
で
行
わ
れ
た
法
要
の
次
第
を
一
覧
に
し
て
み
て
み
る
。

 

大
谷
仏
殿

先
、
行
事
鐘

次
、
諸
僧
入
道
場

先
、
外
陣
列
座

　

次
、
脇
之
間

　

次
、
余
之
間

　

次
、
内
陣
列
座

　

次
、
本
座
一
、二
等

　

次
、
上
座
一
、二
等

　

次
、
侍
真

　

次
、
連
枝

次
、
御
導
師
御
入
道

次
、
先
駆
、
殿
、
副
行
事
、
弟
子
、
従
僧
等
着
座

次
、
讃
衆
着
座

鏡
如
宗
主

（
仏
殿
）

一
、
行
事
鐘

二
、
諸
僧
入
堂

三
、
音
取

四
、
楽

五
、
御
登
礼
盤

六
、
止
楽

七
、
打
磬　

二
音

八
、
頂
礼
文
（
讃
弥
陀
偈
）

九
、
打
磬　

一
音

一
〇
、
重
誓
偈
（
重
律
）

一
一
、
打
磬　

一
音

一
二
、
回
向

一
三
、
打
磬　

一
音

即
如
宗
主

一
、
堂
内
召
計

二
、
行
事
鐘

三
、
諸
僧
入
堂

四
、
調
子

五
、
御
導
師
入
堂
着
座

六
、
總
禮
頌

七
、
樂

八
、
御
導
師
登
禮
盤

九
、
打
磬　

二
音

一
〇
、
重
誓
偈
（
※
）

一
一
、
打
磬　

一
音

一
二
、
回
向
句

一
三
、
打
磬　

二
音

一
四
、
樂

勝
如
宗
主
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（
右
ノ
外
総
テ
退
便
宣
之
所
）

次
、
御
導
師
登
礼
盤

次
、
重
誓
偈
律
曲

次
、
御
導
師
降
礼
盤

一
明
著
堂

先
、
楽
行
事
引
伶
人
仏
殿
立
列
階
下

次
、
音
取

次
、
楽

次
、
打
雲
版

次
、
外
陣
列
座
脇
之
間
着
拝
堂

次
、
余
之
間
着
座

次
、
正
准
連
枝
着
座

次
、
侍
真
着
座

次
、
上
座
本
座
列
座
着
座

次
、
御
導
師
御
着
座
（
僧
綱
従
之
）

次
、
弟
子
賦
物
具
着
座

次
、
讃
衆
着
座

次
、
楽
行
事
引
率
伶
人
着
楽
所

一
四
、
楽

一
五
、
御
降
礼
盤

一
六
、
御
退
出

一
七
、
止
楽

一
八
、
諸
僧
退
出

（
集
会
所
）

一
九
、
結
衆
並
び
に
諸
役
集
会
所
に
参
集

二
〇
、
ご
門
主
様
集
会
所
に
入
ら
る

二
一
、
有
職
物
具
を
持
ち
階
を
降
り
立
列

二
二
、
引
頭
兼
威
従
儀
師
階
を
降
り
立
列

二
三
、
結
衆
階
を
降
り
立
列

二
四
、
楽

二
五
、
御
参
進　

上
童
僧
綱
随
従

（
明
著
堂
）

一
、
威
従
儀
師
楽
員
等
堂
前
左
右
に
立
列

二
、
結
衆
階
を
昇
り
着
座

三
、
ご
門
主
様
階
を
昇
り
御
着
座　

僧
綱
随
従　

着
円
座

一
五
、
御
導
師
降
禮
盤

一
六
、
御
退
出

一
七
、
諸
僧
退
出

　
　
　

諸
僧
集
會
所
参
集

　
　
　

諸
役
幄
前
立
列

一
、
御
導
師
へ
會
行
事
御
案
内

二
、
御
導
師
入
集
會
所

三
、
諸
僧
参
進

四
、
樂
行
事
引
樂
員
階
下
立
列

五
、
音
取　

幄
代
前
ニ
テ
奏
ス

六
、
有
職
取
物
具
幄
前
立
列

七
、
引
頭
威
從
儀
師
降
階
幄
前
立
列

八
、
結
衆
降
階
幄
前
立
列

九
、
御
導
師
降
階
入
幄

　
　

上
童
有
職
僧
綱
扈
従

一
〇
、
樂

一
一
、
引
頭
催
列
各　

道
左
右
徐
進

一
二
、
御
導
師
参
進

一
三
、
樂
員
堂
前　

道
左
右
留
楽
猶
不
止
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次
、
先
駆
已
下
諸
役
着
座

次
、
執
綱
執
蓋
持
幡
童
其
他
退
便
宜
之
所

次
、
楽

次
、
御
導
師
登
礼
盤

次
、
唄
師
発
音
（
此
間
賦
華
籠
）

次
、
散
華
師
発
音
（
散
華
座
前
立
列
）

次
、
御
導
師
表
白

次
、
六
種

次
、
楽

次
、
御
導
師
降
礼
盤
御
着
座

次
、
楽
行
事
引
伶
人
立
列
階
下

次
、
弟
子
撤
物
具
立
列
階
下

次
、
讃
衆
立
列
階
下

次
、
御
列
諸
役
立
列
階
下

次
、
会
行
事
御
還
列
御
案
内

次
、
楽

次
、
御
還
列

次
、
連
枝
方
侍
真
堂
班
総
代
、
副
行
事
、
会
役
者

両
儀
師
着
仏
殿

四
、
有
職
階
を
昇
り
物
具
を
賦
し
て
着
座

五
、
止
楽

六
、
楽
員
威
従
儀
師
階
を
昇
り
着
座

七
、
調
子

八
、
止
楽

九
、
楽

一
〇
、
総
礼
楽

一
一
、
持
念

一
二
、
御
登
礼
盤　

同
時
総
礼

一
三
、
止
楽

一
四
、
打
磬　

二
音

一
五
、
頌
讃
（
大
衆
同
心
）

一
六
、
打
磬　

一
音

一
七
、
正
信
偈　

賦
御
華
籠

一
八
、
打
磬　

一
音

一
九
、
御
降
礼
盤　

結
衆
座
前
立
列

二
〇
、
念
仏　

第
三
句
以
下
「
阿
」
字
散
華

二
一
、
結
讃

二
二
、
御
登
礼
盤

　
　
　

結
衆
昇
堂
着
座

一
四
、
御
導
師
昇
堂
着
座

一
五
、
有
職
物
具
取
玉
幡
立
之

一
六
、
止
樂

一
七
、
樂
行
事
引
樂
員
入
樂
所

　
　
　

此
時
上
童
已
下
便
宜
ニ
退
ク

一
八
、
引
頭
威
從
儀
師
昇
堂
着
座

一
九
、
樂

二
〇
、
御
導
師
登
禮
盤

二
一
、
打
磬　

二
音

二
二
、
表
白

二
三
、
打
磬　

一
音

二
四
、
總
序
文

二
五
、
打
磬　

一
音

二
六
、
念
佛
正
信
偈　

賦
華
籠

二
七
、
打
磬　

一
音

二
八
、
御
導
師
降
禮
盤　

衆
座
前
住
立

二
九
、
念
佛　

毎
句
散
華

三
〇
、
回
向
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（『
教
海
一
欄
』（
壱
百
六
拾
七
號
、
七
百
九
十
六
號
）、『
伝
灯
奉
告
法
要
法
縁
録
』
参
照
）

と
な
っ
て
い
る
。

次
、
御
導
師
退
出

次
、
連
枝
已
下
退
出

二
三
、
打
磬　

二
音

二
四
、
楽　

結
衆
復
座　

撤
御
華
籠

二
五
、
御
降
礼
盤

二
六
、
持
念

二
七
、
止
楽

　
　
　

御
親
教

　
　
　

総
長
復
演

　
　
　

恩
徳
讃

　
　
　

還
列

二
八
、
引
頭
兼
威
従
儀
師
楽
員
降
階
堂
前
左
右
に
立
列

二
九
、
有
職
物
具
を
持
ち
降
階
立
列

三
〇
、
楽

三
一
、
会
行
事
ご
門
主
様
へ
御
案
内

三
二
、
御
退
出

三
三
、
結
衆
退
出

三
四
、
止
楽

三
一
、
御
導
師
登
禮
盤

三
二
、
打
磬　

二
音

三
三
、
樂

三
四
、
御
導
師
降
禮
盤
着
座

三
五
、
上
童
已
下
階
下
立
列

三
六
、
樂
行
事
引
樂
員
降
階
立
列

三
七
、
有
職
撤
物
具
降
階
立
列

三
八
、
引
頭
威
從
儀
師
降
階
立
列

三
九
、
樂

四
〇
、
會
行
事
御
還
列
御
案
内

四
一
、
御
退
出

四
二
、
結
衆
退
出

四
三
、
諸
僧
退
出
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鏡
如
宗
主
の
時
は
、
本
山
か
ら
大
谷
本
廟
ま
で
行
列
を
つ
く
っ
た
と
さ
れ
る
。
本
山
か
ら
の
出
発
は
午
前
十
時
で
あ
り
、
そ
の
道

順
は
、
御
前
通
、
油
小
路
通
、
七
條
通
、
妙
法
院
門
前
通
を
経
由
し
て
い
る
。
な
お
参
加
者
は
、
諸
講
中
総
代
、
護
持
会
財
団
評
議

員
、
慈
善
会
財
団
特
別
会
員
、
末
寺
檀
家
総
代
等
約
一
万
人
、
諸
学
校
生
徒
約
一
千
人
、
出
勤
法
中
約
二
千
五
百
人
で
あ
り
、
合
計
約

一
万
三
千
五
百
人
の
大
行
列
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
先
頭
が
大
谷
本
廟
に
つ
い
て
時
点
で
ま
だ
三
分
の
一
程
の
列
し
か
出
門
し
て
い
か

な
っ
た
。
鏡
如
宗
主
が
乗
っ
た
輿
が
出
門
し
た
の
は
先
頭
が
出
発
し
て
か
ら
二
時
間
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
全
体
が
大
谷
本

廟
に
到
着
し
た
の
が
午
後
二
時
で
あ
り
、輿
を
降
り
た
鏡
如
宗
主
は
そ
の
ま
ま
仏
殿
へ
入
り
法
要
が
行
わ
れ
た
。
仏
殿
で
の
法
要
の
後
、

鏡
如
宗
主
は
休
所
に
入
り
、
休
憩
の
後
ち
仏
殿
階
段
を
お
り
て
奏
楽
の
な
か
庭
儀
行
列
に
て
二
天
門
を
通
っ
て
明
著
堂
へ
と
向
か
っ

た
。
法
要
が
終
わ
る
と
す
ぐ
に
仏
殿
ま
で
の
還
列
と
な
り
、
こ
の
と
き
午
後
三
時
四
十
分
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
午
後
五
時

に
大
谷
本
廟
か
ら
本
山
ま
で
の
還
列
と
な
り
、
妙
法
院
門
前
通
、
七
條
通
、
油
小
路
通
、
御
前
通
か
ら
御
影
堂
門
前
ま
で
と
、
行
き
と

同
巡
路
を
通
っ
て
か
え
っ
て
き
た
。
到
着
し
た
時
に
は
日
は
沈
み
、
電
灯
が
灯
り
始
め
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。（『
教
海
一
瀾
』（
第

壱
百
六
拾
七
號
））

勝
如
宗
主
の
時
に
は
、
大
谷
本
廟
で
の
法
要
は
、
仏
殿
に
お
い
て
は
、『
教
海
一
欄
』
七
百
九
十
六
號
一
一
頁
で
は
讃
仏
偈
作
法
と

掲
載
さ
れ
い
る
が
、『
同
』
一
四
頁
掲
載
の
次
第
の
中
に
は
重
誓
偈
と
書
か
れ
て
い
る
（
右
表
（
※
）
部
分
）。
鏡
如
宗
主
、
即
如
宗
主

の
次
第
と
比
べ
て
み
る
と
、
ど
ち
ら
も
重
誓
偈
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
勝
如
宗
主
の
と
き
も
重
誓
偈
作
法
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。
ま
た
、
明
著
堂
で
廣
文
類
作
法
が
行
わ
れ
て
い
る
。
鏡
如
宗
主
の
時
か
ら
の
変
更
点
と
し
て
は
、
本
山
で
の
法
要
と
同

じ
く
声
明
改
正
に
よ
り
、
次
第
も
新
た
な
も
の
に
変
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
山
か
ら
本
廟
ま
で
の
行
列
が
無
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と

も
大
き
く
変
わ
っ
た
点
で
あ
る
と
考
え
る
。
無
く
な
っ
た
理
由
は
、
前
回
あ
ま
り
に
も
時
間
が
か
か
り
過
ぎ
た
と
い
う
こ
と
か
と
考
え

ら
れ
る
が
、
行
列
を
行
わ
な
か
っ
た
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

即
如
宗
主
の
時
は
、
仏
殿
で
は
重
誓
偈
（
律
曲
）
が
唱
え
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の
形
を
踏
襲
し
て
い
る
。
し
か
し
、
明
著
堂
で
は
勝
如
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宗
主
の
時
の
廣
文
類
作
法
で
は
な
く
、
正
信
偈
が
唱
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
変
更
さ
れ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、「
奉
讃
伝
灯

作
法
」
の
説
明
部
分
に
あ
っ
た
大
衆
唱
和
と
い
う
こ
と
を
考
慮
し
て
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
ま
た
、
次
第
終
盤
に
御
親
教
や

総
長
復
演
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
法
要
時
間
の
短
縮
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
三
章　

伝
灯
奉
告
法
要
に
お
け
る
諸
行
事
に
つ
い
て

第
一
節　

各
宗
主
の
伝
灯
奉
告
法
要
に
お
け
る
行
事

次
に
各
伝
灯
奉
告
法
要
に
際
し
て
行
わ
れ
た
行
事
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
各
宗
主
が
行
っ
た
行
事
は
次
の
表
の
通
り
で
あ
る
。

五
月
一
日　

御
影
堂
に
お
い
て
三
十
六
名
の
舞
楽

が
行
わ
れ
る
。

三
日
〜
四
日　

出
勤
法
中
・
本
山
別
院
の
勘
定
等

二
千
四
百
名
に
記
念
品
の
下
附
。
能
を
行
い
法

要
後
の
饗
応
を
行
う
。

	

仏
教
専
門
学
校
に
お
い
て
伝
灯
奉
告
法
要
に
関

す
る
記
念
大
演
説
会
。

五
日　

能
楽
開
催

鏡
如
宗
主

・	

伝
灯
奉
告
法
要
祝
賀
幼
児
の
集
い

　

本
山
仮
設
舞
台
に
て
（
五
月
十
九
日
）

・	

伝
灯
奉
告
法
要
祝
賀
宗
門
関
係
学
校
生
の
集
い

　

御
影
堂
・
仮
設
舞
台
に
て
（
五
月
二
十
一
日
）

・	

伝
灯
奉
告
法
要
祝
賀　

青
少
年
の
集
い

	

御
影
堂
・
仮
設
舞
台
・
本
願
寺
会
館
・
龍
谷
大

学
大
宮
学
舎
（
七
月
二
十
六
日
〜
二
十
七
日
）

・	

伝
灯
奉
告
法
要
祝
賀
僧
侶
（
兼
職
者
）
の
集
い

即
如
宗
主

・	
慶
讃
法
要
（
十
二
日
〜
十
五
日
）

本
堂　

讃
仏
偈
作
法

御
影
堂　

読
経
一
座
作
法

・	

舞
楽

十
一
日
、
十
三
日
、
十
四
日
、
十
五
日
の
四
日
間
、

大
阪
雅
亮
会
の
舞
楽
が
奏
せ
ら
れ
る
。
御
影
堂

前
白
州
中
央
に
方
五
間
の
舞
台
。
そ
の
後
方
に

は
二
棟
の
幄
舎
。
こ
の
両
楽
舎
の
前
に
鼉
太
鼓

勝
如
宗
主
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西
域
地
方
の
古
美
術
品
並
び
に
写
真
の
展
示

六
日　

西
山
別
院
で
伝
灯
奉
告
法
要

七
日　

宗
族
お
よ
び
近
府
県
の
官
民
紳
士
・
新
聞

記
者
等
七
〇
〇
余
名
を
招
き
饗
応
す
る
。

　・
近
隣
住
民

六
条
旧
境
内
の
町
民
は
家
毎
に
紅
燈
を
吊
し
本

山
旗
を
掲
げ
て
祝
意
を
し
め
し
た
。

三
日
に
は
楽
隊
を
組
織
し
て
植
柳
小
学
校
か
ら

本
山
ま
で
紅
燈
行
列
を
行
う
。

四
日
に
は
六
斎
念
仏
踊
を
大
玄
関
前
庭
に
催
す
。

・
法
要
に
際
し
て

	

仏
教
大
学
、
各
仏
教
中
学
、
相
愛
女
学
校
に
金

一
封
を
下
附

	

連
枝
、
末
寺
僧
侶
に
功
賞

	

慈
善
会
財
団
、
護
持
会
財
団
が
市
内
貧
民
に
施

米
を
行
う
。

	

山
陽
・
奈
良
両
鉄
道
会
社
が
参
拝
者
の
運
賃
を

	

本
堂
・
鴻
の
間
（
八
月
二
十
四
日
）

・	

伝
灯
奉
告
法
要
慶
讃
全
国
児
童
生
徒
作
品
展

	

本
願
寺
会
館
・
参
拝
部
ロ
ビ
ー
・
接
待
所
（
四

月
一
日
〜
一
〇
月
六
日
）

・	

降
誕
会
祝
賀
能

	

五
月
二
十
一
日
恒
例
行
事

・	

特
別
展
覧
会
「
西
本
願
寺
の
秘
宝
」

	

京
都
国
立
博
物
館
（
四
月
十
五
日
〜
五
月

二
十
五
日
）

・
伝
灯
奉
告
法
要
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
現
代
を

考
え
る—

子
ど
も
の
自
殺—

」

	

京
都
産
業
会
館
・
シ
ル
ク
ホ
ー
ル
（
六
月

二
十
四
日
）

と
鉦
鼓
が
置
か
れ
た
。

・
能
楽

	

十
三
日
、
十
四
日
午
後
十
五
時
よ
り
白
書
院
舞

台
に
お
い
て
上
演

・
一
般
拝
観

法
要
前
日
の
一
〇
日
〜
十
六
日
ま
で
両
堂
参
拝
、

書
院
拝
観
、
翠
滴
園
、
百
華
園
の
拝
観
を
差
許
。

・
御
依
用
品
の
拝
展

一
〇
〜
十
五
日
ま
で
午
前
八
時
〜
午
後
四
時
ま

で
門
主
の
装
束
等
九
点
を
五
柳
之
間
に
拝
展
観

覧
を
差
許

○
各
大
会

・
同
朋
仏
教
青
年
会
大
会

・
全
国
模
範
工
手
表
彰
式
と
工
場
懇
談
会

・
全
国
教
区
会
長
並
組
長
大
会
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二
割
〜
三
割
の
値
引
き
、
切
符
の
通
用
期
間
を

延
期
。

・
女
僧
侶
、
男
女
教
士
大
会

・
婦
人
会
合
同
大
会

 

・
布
教
使
大
会

・
学
校
関
係
慶
賀
大
会

・
関
係
学
校
教
職
員
大
会

・
全
国
青
年
信
徒
大
会

・
社
会
事
業
大
会

・
日
校
兒
童
少
年
団
健
兒
慶
賀
大
会

	

大
会
同
日
の
夜
に
提
灯
行
列
あ
り
。
町
内
よ
り

本
山
に
繰
込
み
、
本
山
に
お
け
る
法
要
最
終
の

夜
を
飾
る
。

・
参
拝
者
へ
の
布
教

	

総
会
所
、
大
谷
本
廟
、
六
条
三
ヶ
寺
、
天
幕
伝

道
、
布
研
及
会
館
（
布
教
研
究
所
、
顕
道
会
館
、

六
角
開
館
）、
遊
履
伝
道
、
宿
舎
慰
問
、
列
車

慰
問
の
八
班
に
分
け
連
日
連
夜
活
動
す
る
。

・
展
覧
会
の
開
催
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（『
本
願
寺
史
』
第
三
巻
、『
勝
如
上
人
伝
灯
奉
告
法
要
記
念
写
真
帖
』、『
伝
灯
奉
告
法
要
法
縁
録
』
よ
り
）

こ
の
表
を
見
る
と
、
鏡
如
宗
主
の
時
は
本
願
寺
か
ら
は
各
関
連
学
校
に
金
一
封
を
送
る
、
市
内
貧
民
に
施
米
を
行
う
な
ど
様
々
な
こ
と

第
一
会
場　

京
都
博
物
館　

九
日
〜
十
八
日
ま
で

第
二
会
場　

京
都
烏
丸
通
丸
物
百
貨
店　

九
日
〜

十
七
日
ま
で

第
三
会
場　

共
保
ビ
ル　

十
一
日
〜
十
六
日
ま
で

・
婦
人
会
バ
ザ
ー

	

四
月
十
一
日
〜
十
五
日
ま
で　

京
都
烏
丸
通
高

島
屋
本
店

・
航
空
機
の
慶
讃
飛
行

	
十
三
日
午
後
三
時　

大
阪
朝
日
新
聞
社
プ
ス
モ

ス
機　

本
山
上
空
に
て
七
色
の
慶
讃
ビ
ラ
数
万

枚
を
降
ら
し
約
二
〇
分
間
右
繞
三
匝
。
全
国
青

年
信
徒
大
会
中
。

	

十
五
日
午
後
一
時
半　

大
阪
毎
日
新
聞
社
第

二
十
一
号
機　

祝
賀
ビ
ラ
数
万
枚
を
ま
く
。
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が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
鏡
如
宗
主
が
ア
ジ
ア
の
仏
跡
調
査
で
収
集
し
た
古
美
術
品
の
展
示
や
、
近
府
県
の
官
民
紳
士
な
ど
を
招
い
て
の

饗
応
な
ど
、
本
願
寺
関
係
者
以
外
へ
の
行
事
も
行
い
、
参
拝
者
の
た
め
に
鉄
道
の
運
賃
が
値
引
さ
れ
る
な
ど
、
本
願
寺
の
世
間
に
与
え

る
影
響
力
の
強
さ
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
自
発
的
か
、
依
頼
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
近
隣
住
民
が
楽
隊
を
組
織
し
て
行
列
を
行
っ

た
り
、
六
斎
念
仏
を
行
っ
た
り
と
近
隣
住
民
か
ら
も
盛
大
に
祝
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

ま
た
、
勝
如
宗
主
の
時
は
、
鏡
如
宗
主
の
時
に
比
べ
て
行
事
数
は
格
段
に
増
え
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
各
大
会
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
本
願
寺
内
部
の
大
会
も
数
多
く
行
わ
れ
る
と
共
に
、
参
拝
者
に
向
け
て
の
伝
道
や
、
一
般
拝
観
、
展
覧
会
、
婦
人
会
バ
ザ
ー

の
よ
う
な
一
般
に
向
け
た
行
事
ま
で
幅
広
い
行
事
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
飛
行
機
を
使
っ
て
空
中
か
ら
ビ
ラ
を
ま
く
と
い
う
派
手

な
行
事
も
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
行
事
を
見
て
み
る
と
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
盛
大
な
催
し
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
門
信

徒
も
近
隣
の
住
民
も
法
要
に
際
し
て
楽
し
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

ま
た
、
即
如
宗
主
の
時
は
、
特
別
展
覧
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
対
外
的
な
行
事
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
多
く
は
内
部
の
行
事
が

中
心
の
よ
う
に
見
て
と
れ
る
。
即
如
宗
主
の
伝
灯
奉
告
法
要
は
鏡
如
宗
主
や
勝
如
宗
主
の
時
と
は
異
な
り
、
対
内
的
な
要
素
が
強
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

第
二
節　

伝
灯
奉
告
法
要
に
お
け
る
参
拝
者
数
に
つ
い
て

各
伝
灯
奉
告
法
要
で
は
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
多
く
の
行
事
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
で
、
法
要
に
参
拝
し
た
人
数
が
ど
れ
ほ
ど
で

あ
っ
た
の
か
を
見
て
み
る
と
、
鏡
如
宗
主
の
時
は
正
確
な
人
数
ま
で
は
わ
か
ら
な
い
が
、
法
要
当
日
は
参
拝
者
が
多
く
、
中
に
は
群
衆

を
押
し
分
け
進
む
者
も
い
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
で
怪
我
を
し
た
参
拝
者
も
お
り
、
こ
れ
を
想
定
し
て
か
、
真
宗
信
徒
保
険
会
社
職

員
詰
所
、
看
護
婦
養
成
所
詰
所
が
設
け
ら
れ
怪
我
人
の
治
療
を
行
っ
た
と
も
『
教
海
一
瀾
』（
第
壱
百
六
拾
七
號
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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ま
た
、
本
山
か
ら
大
谷
本
廟
に
向
か
う
行
列
の
人
数
が
、
合
計
約
一
万
三
千
五
百
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
多
く
の
方
が
法
要
に
参
拝

さ
れ
た
と
こ
が
わ
か
る
。

ま
た
、
勝
如
宗
主
の
伝
灯
奉
告
法
要
で
は
、
四
月
十
一
日
〜
十
五
日
ま
で
の
出
勤
僧
の
人
数
は
、
十
一
日
、
一
千
五
百
七
十
九
人
。

十
二
日
、
一
千
百
二
十
人
。
十
三
日
、
一
千
八
十
八
人
。
十
四
日
、
八
百
二
十
九
人
。
十
五
日
、
七
百
三
十
九
人
の
総
延
出
勤
届
数
が

五
千
三
百
五
十
七
人
で
あ
っ
た
（『
教
海
一
瀾
』
七
百
九
十
六
號
）。
こ
の
よ
う
に
、
各
日
多
く
の
僧
侶
が
参
勤
し
て
い
た
こ
と
が
見
て

取
れ
る
。
ま
た
参
集
し
た
門
末
の
人
は
十
万
三
千
二
百
三
十
人
に
の
ぼ
っ
た
（『
本
願
寺
派
勤
式
の
源
流
』
二
〇
九
頁
よ
り
）
と
さ
れ

て
い
る
。
本
山
で
は
法
要
に
際
し
、
御
影
堂
落
縁
に
畳
を
ひ
い
て
一
座
毎
に
七
千
人
の
参
拝
者
が
着
座
出
来
る
よ
う
に
準
備
を
行
い
、

救
護
所
を
阿
弥
陀
堂
門
内
北
側
に
設
け
、
物
品
預
所
、
案
内
所
、
無
料
休
憩
所
な
ど
を
設
置
し
て
対
応
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る

（『
教
海
一
瀾
』
七
百
九
十
五
號
）。
期
間
中
多
く
の
門
末
が
参
拝
し
た
こ
と
か
ら
大
変
賑
や
か
な
法
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
即
如
宗
主
の
伝
灯
奉
告
法
要
で
の
参
拝
者
数
は
前
期
後
期
法
要
合
わ
せ
て
二
十
八
万
二
百
二
人
に
の
ぼ
り
、
出
勤
僧
の
人
数
は

結
衆
、
法
中
、
讃
嘆
集
合
わ
せ
て
七
千
六
百
六
人
で
あ
っ
た
（『
伝
灯
奉
告
法
要
法
縁
録
』）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
六
十
二
日
間
に
渡
り

多
く
の
参
拝
者
が
来
京
し
、
京
都
の
町
を
賑
わ
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
み
え
て
く
る
。

ま
と
め

以
上
、
鏡
如
宗
主
か
ら
即
如
宗
主
ま
で
の
伝
灯
奉
告
法
要
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
鏡
如
宗
主
は
先
代
の
明
如
宗
主
の
葬
儀
に
参
列

出
来
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
法
要
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
勝
如
宗
主
は
、
鏡
如
宗
主
が
引
退
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
、

三
歳
と
幼
く
、
そ
の
後
十
六
歳
で
法
統
継
承
す
る
ま
で
の
間
、
本
願
寺
に
門
主
が
不
在
と
い
う
状
態
が
続
き
、
勝
如
宗
主
が
成
人
を
迎

え
た
こ
と
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
門
末
に
と
っ
て
は
待
ち
に
待
っ
た
法
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
即
如
宗
主
は
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勝
如
宗
主
が
引
退
を
宣
言
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
法
統
継
承
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
戦
争
な
ど
に
よ
る
世
の
中
の
影
響
に
よ
り
、
本
願

寺
の
制
度
が
変
わ
っ
て
し
ま
い
、
鏡
如
宗
主
、
勝
如
宗
主
と
は
異
な
る
形
で
の
法
要
と
な
っ
た
こ
と
が
み
て
と
れ
た
。
各
宗
主
そ
れ
ぞ

れ
に
行
う
背
景
が
異
な
っ
て
は
い
る
が
、
伝
灯
奉
告
法
要
が
住
職
・
門
主
披
露
で
あ
る
と
い
う
意
味
合
い
は
変
わ
ら
ず
引
き
継
が
れ
て

き
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、鏡
如
宗
主
は
、内
外
問
わ
ず
盛
大
に
行
い
、勝
如
宗
主
は
参
拝
者
が
楽
し
め
る
よ
う
な
催
し
を
数
多
く
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

即
如
宗
主
は
対
外
的
な
部
分
よ
り
内
側
中
心
に
結
束
を
固
め
る
と
い
う
よ
う
な
意
味
合
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
こ
ま
で
見
て
き
て
、
伝
灯
奉
告
法
要
は
、
そ
の
時
々
の
社
会
に
お
け
る
本
願
寺
の
立
ち
位
置
、
法
統
継
承
に
至
る
背
景
の
違
い
、

法
統
継
承
者
の
思
い
な
ど
の
特
色
が
出
る
法
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

で
は
、
第
二
十
五
代
専
如
門
主
の
伝
灯
奉
告
法
要
は
ど
の
よ
う
な
法
要
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
二
〇
一
六
年
一
〇
月
か
ら
始
ま
る

法
要
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

以　

上

※
引
用
文
中
に
「
傳
燈
奉
告
會
」「
傳
燈
奉
告
會
法
要
」
と
出
て
く
る
箇
所
は
、原
文
マ
マ
と
し
て
、文
中
は
そ
れ
ら
を
「
伝
灯
奉
告
法
要
」

に
統
一
し
た
。
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献
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瀾
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岳
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燈
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鏡
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鏡
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忌
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史
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史
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史
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昭
和
五
十
六
年
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奉
告
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要
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縁
録
』
編
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員
会
編
『
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如
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人
伝
灯
奉
告
法
要
法
縁
録
』
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
出
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昭
和
五
十
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年

・
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著
『
本
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寺
派
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出
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年
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